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    平成 28年８月 15日  

各 位  

会 社 名 株式会社レッド・プラネット・ジャパン 

代表者名 代表取締役社長 ティモシー・ハンシング 

  （JASDAQコード：3350） 

問合せ先 取締役 CFO 王生 貴久 

電話番号 050-5835-0966 

 

特別利益、特別損失、営業外費用並びに営業外収益の計上に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 28年 12月期第３四半期において、以下のとおり、特別利益、特別損失、

営業外費用並びに営業外収益を計上いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．特別利益の計上について 

 ① 関係会社株式売却益（連結・個別） 

当社は、平成28年６月９日付「（開示事項の経過）飲食事業の譲渡及び子会社等の異

動並びに資本業務提携の解消に関するお知らせ」及び平成28年６月14日付「（開示事項

の経過）飲食事業の譲渡に係る株式譲渡契約書締結に関するお知らせ」で開示いたしま

したとおり、平成28年６月30日付で、飲食事業を営む当社連結子会社の株式を、株式会

社フード・プラネットに譲渡（以下、「本件株式譲渡」といいます。）いたしました。 

これに伴い、平成28年12月期第３四半期の連結決算において1,654,503千円を、個別

決算において701,281千円を、関係会社株式売却益として特別利益に計上いたしまし

た。 

 

２．特別損失の計上について 

 ① 貸倒引当金繰入額（連結・個別） 

 本件株式譲渡代金 2,023,631 千円は、平成 32 年 12 月の最終営業日を返済期限として

おり、その回収可能性等について、財務内容評価法によって株式会社フード・プラネット

の支払能力を総合的に判断した結果、債権全額について貸倒引当金繰入が適当と判断い

たしました。これにより、平成 28年 12月期第３四半期の連結決算において 2,023,631千

円を、個別決算において 2,023,631千円を、貸倒引当金繰入額として特別損失に計上いた

しました。 
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３．営業外費用の計上について 

① 支払利息（連結） 

平成 28 年 12 月期第３四半期連結累計期間において、借入金返済に伴う支払利息とし

て、67,613千円を営業外費用に計上いたしました。 

 

② 持分法による投資損失（連結） 

当社の持分法適用会社でありました Magnoria Bakery Korea Limited及び Kyochon Asia 

Development Limitedの業績を当社の持分に応じて取り込んだ結果、平成 28年 12月期第

３四半期連結累計期間において、持分法による投資損失 18,891千円を営業外費用に計上

いたしました。 

 

４．営業外収益の計上について 

 ① 償却債権取立益（連結） 

 平成 28 年５月 17 日付「特別利益の発生に関するお知らせ」で開示しておりましたウ

ェンディーズ・ジャパン合同会社からの社債の最終償還金につきましては、その性質上、

特別利益ではなく、償却債権取立益 29,999 千円として営業外収益に計上いたしました。 

 

 ② 貸倒引当金戻入益（個別） 

 本件株式譲渡に伴う子会社の異動に伴い、当社は子会社に対する債権について計上し

ておりました貸倒引当金を取り崩し、平成 28 年 12 月期第３四半期個別決算において、

貸倒引当金戻入益 159,375千円を営業外収益に計上いたしました。 

 なお、本件については、連結上相殺消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

５．業績への影響 

 連結上で計上しております特別利益、特別損失、営業外費用並びに営業外収益につきま

しては、本日公表いたしました「平成 28年 12月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」の連結財務諸表に反映されております。 

以 上 


